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（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」
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しろ うま だけ

八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園

美
ヶ
原
高
原

　

本
州
の
ほ
ぼ
中
央
、
松
本
市
の
東
側
に
位
置

し
、
松
本
市
・
上
田
市
・
長
和
町
に
ま
た
が
っ

た
標
高
二
、〇
〇
〇
㍍
に
広
が
る
風
光
明
媚
な

高
原
地
帯
が
美
ヶ
原
高
原
で
す
。

　

美
ヶ
原
高
原
は
、
八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公

園
に
指
定
さ
れ
、
日
本
百
名
山
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
頂
付
近
は
国
有
林
で
あ

り
、
風
致
探
勝
林
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
ヶ
原
と
い
う
名
称
は
、
文
字
通
り
美
し
い

高
原
と
い
う
意
味
で
、
江
戸
時
代
の
文
献
で
も

こ
の
名
称
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
定
着
し
た
の

は
大
正
十
年
に
木
暮
理
太
郎
が
、
日
本
山
岳
会

の
会
報
に
登
山
記
録
を
載
せ
た
際
に
、
美
ヶ
原

と
記
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
ヶ
原
高
原
は
、
そ
の
眺
望
の
素
晴
ら
し
さ

か
ら
「
ア
ル
プ
ス
の
展
望
台
」
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
、
最
高
峰
の
王
ヶ
頭
（
二
、〇
三
四
㍍
）

や
王
ヶ
鼻
（
二
、〇
〇
八
㍍
）
か
ら
は
、
東
に

富
士
山
や
浅
間
山
、
西
に
北
ア
ル
プ
ス
、
南
に

南
ア
ル
プ
ス
や
中
央
ア
ル
プ
ス
、
北
に
妙
高
山

や
戸
隠
山
な
ど
三
百
六
十
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
約
六
〇
〇
㌶
の
高
原
に
は
、
季
節
を

通
し
て
様
々
な
植
物
が
高
原
を
彩
り
ま
す
が
、

特
に
六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
頃
に
咲
く
、
松

本
市
の
市
花
で
も
あ
る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
見
事

で
、
緑
の
草
原
を
真
っ
赤
に
染
め
る
光
景
は
、

毎
年
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
美
ヶ
原
高
原
周
辺
で
は
、
松
本
市
を

主
体
と
し
て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
高
原
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
然
の
美
し
さ
も
見
事
な
美
ヶ
原
高
原
で
す

が
、
そ
の
立
地
か
ら
電
波
塔
設
置
の
好
適
地
と

さ
れ
、
王
ヶ
頭
頂
上
付
近
に
は
い
く
つ
も
の
電

波
塔
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
大
自
然
と
巨
大

王ヶ鼻から見る松本市街と北アルプス

な
人
工
物
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
ら
れ
る

の
も
、
こ
の
高
原
の
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。

　

気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
そ
の
名
通
り
の

美
し
い
高
原
に
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

◆
ア
ク
セ
ス

（
所
在
地
）

　

長
野
県
松
本
市
（
上
田
市
・
長
和
町
）

○
車
を
ご
利
用
の
場
合

❖
王
ヶ
頭
・
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
方
面

　

�

長
野
自
動
車
道
松
本
Ｉ
Ｃ
よ
り
美
ヶ
原
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
に
て
１
時
間
15
分

❖
美
し
の
塔
・
美
術
館
方
面

　

�

長
野
自
動
車
道
松
本
Ｉ
Ｃ
よ
り
ア
ザ
レ
ア
ラ

イ
ン
に
て
１
時
間
10
分

○
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合

　

�

美
し
の
塔
・
美
術
館
方
面
に
つ
い
て
は
、
松

本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
り
路
線
バ
ス
が
運
行

し
て
い
ま
す
。

レンゲツツジと電波塔群

王ヶ頭付近の電波塔群




